
地域の方や医療・介護関係の方をお招きして、港区の認知症に関する課題の把握や、

港区で取り組んでいる事業の協議を行うため、第４回認知症専門部会を開催いたしまし

た。

令和２年１月２７日（月）１４時００分～１５時３０分 

１ 令和元年度 認知症専門部会事業の進捗管理及び協議 

【報告事項】 

(1) 港区認知症になっても安心して暮らせる町をつくり隊説明会の報告 

・12 月 6 日に港区在宅サービスセンターにて実施。 

・港区町つくり隊の概要や活動先について説明し、グループワークを実施。 

・今回の説明会で 8名が新規登録。登録者数が計 40 名になった。 

(2) 多機関での認知症サポーター養成研修（区役所職員向け研修）の報告 

・11 月 28 日と 12 月 11 日に実施し、消防署の 2名を含む計 27 名が参加。 

・アンケートより、認知症や認知症サポーターの役割についての参加者の理解度は良

好で、「家族や知人に教えたい」等前向きな意見が聞かれた。 

（3）キャラバン・メイト連絡会の実施報告 

・1月 15 日に第 4回連絡会を実施。 

・認知症高齢者の接し方実践については、対象者を認知症サポーター養成講座受講者

に拡大、実施施設を 6施設に拡大し継続実施することにした。 

・4 月から、町つくり隊サロンを毎月開催し、認知症の人との交流を深めるための活

動の実現等に向けて取り組んでいく。 

（4）港図書館における地域包括ケアシステムの啓発 

 ・パペットを用いた 4コマ漫画形式の掲示物と LINE 風の掲示物を、港区はち丸在宅支

援センターの協力を得て作成。2月 20 日まで展示。 

 ・当部会の意見を受け、幅広い世代への啓発として関連絵本等も展示。 

【協議事項】 

（5）ケアパスガイド講習会の実施 

 ・3 月 12 日に開催予定。 

 ・ケアパスを地域に広める活動のため、その内容や説明方法を学ぶ。 

２  令和元年度 認知症専門部会 事業報告について 

各事業について実施した概要を説明。

３ 令和２年度 認知症専門部会 事業計画（案）について 

下記の事業を実施していくことについて、了承を得た。

・認知症専門部会の開催

・はいかい高齢者おかえり支援事業模擬訓練

・認知症サポーターのフォローアップ事業①（認知症サポーターのフォローアップ講座・各種支援）

→企業向け認知症の人への配慮のワンポイントチラシの作成と企業向け認知症サ

ポーター受講団体証の発行が拡充事業。

・認知症サポーターのフォローアップ事業②（港区認知症になっても安心して暮らせる町をつくり隊）

  ・認知症サポーター養成講座の普及

   →子ども向けの講座実施に関する現状等について話しあった。

  ・認知症講演会

  ・地域包括ケアシステム（認知症施策）の区民向け普及啓発

   →認知症施策推進のための条例や関連施策の周知が拡充事業。 

開催日時

議題の概要



４ 平成３０年度に把握した主な課題の対応について 

 昨年度に話し合われた課題への対応について、進捗状況の説明と協議。 

(1) 認知症の方の医療処置希望を前もって聞いておく 

・12 月 19 日に ACP（アドバンス・ケア・プランニング）研修会を実施。 

・80 名参加。アンケートより、講義内容やグループディスカッションの満足度は高か

った。 

(2) 幅広い世代（特に若い世代）に“認知症は他人事ではない”という意識を持って

もらうための啓発 

① 認知症サポーター養成講座に関すること（１に記載のもの以外） 

・企業や学校等での実施状況を説明。（企業 1、小学校 2） 

・企業向け認知症の人への配慮のワンポイントチラシについて、横浜市西区と寒河江

市等の物を参考に要点を絞った形の案を検討。 

・企業向け認知症サポーター受講団体証について、掲示できる形式のものを修了証版

とカジュアル版 2パターンのデザインの案を検討。 

② 港区町つくり隊に関すること 

・次年度、VR 認知症体験会を土日に開催し、参加者層を把握する（予定）。 

③ 認知症カフェに関すること 

・包括ニュースで認知症カフェを含む認知症関連事業の内容を紹介し、内容の見える

化を図った。 

・12 月 7 日にららぽーとのスターバックスで認知症カフェを実施。開催場所が身近

で開かれた場所だったことで、買い物を兼ねて様子を見に来た介護家族者もいた。 

・3月に西部いきいきの家族サロンへ西部圏域の認知症カフェに来ていただき、各カ

フェの周知を行う。 

５ 委員の活動紹介 

・キャラバン・メイトの野中委員より、所属法人で居宅部門の事業所を統括する業務に

就きながら、港区地域福祉活動計画の部会委員として小中学校での福祉教育にも関わ

っていること等について紹介。 

・地域福祉の活動に関わる中で感じた、福祉の仕事の奥深さや面白さについてお話いた

だいた。 

６ その他 

・もの忘れ検診の実施について 


